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20周年事業協賛金
� （3/21〜4/20）
京野アートクリニック� 100,000円
徳友会市村歯科クリニック� 20,000円
市川團十郎事務所� 60,000円
美濃加茂青年会議所� 20,000円
西那須野ライオンズクラブ� 20,000円
㈱THINKフィットネス� 20,000円
㈱タクトコーポレーション� 20,000円
斎藤佳子� 3,000円
森山久� 3,000円
中熊千香� 3,000円
小幡香菜� 6,000円
三品雅義� 12,000円
� （敬称略）

　

４
月
18
日
、
永
田
町
の
プ
ル
デ

ン
シ
ャ
ル
タ
ワ
ー
前
を
ス
タ
ー
ト
・

ゴ
ー
ル
と
し
、
メ
イ
ク
・
ア
・
ウ
ィ
ッ

シ
ュ
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
「
バ
イ
シ
ク
ル

ラ
イ
ド
２
０
１
０
イ
ン
東
京
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
で
は
珍
し
い

こ
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
・
ラ
イ
ド
は
今
年

で
８
回
目
と
な
り
ま
し
た
。
永
田
町

〜
青
山
〜
乃
木
坂
〜
西
麻
布
〜
広
尾

〜
竹
芝
桟
橋
〜
築
地
〜
月
島
〜
佃
〜

永
代
橋
〜
皇
居
パ
レ
ス
サ
イ
ク
リ
ン

グ
〜
永
田
町
と
、
首
都
東
京
の
最
先

端
と
歴
史
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
コ
ー
ス
。

爽
や
か
な
春
の
陽
ざ
し
の
下
、
普
段

は
地
下
鉄
や
車
で
移
動
し
て
い
る
東

京
の
街
を
、
自
転
車
で
ゆ
っ
く
り
と

走
る
こ
と
に
よ
り
、
普
段
と
違
っ
た

光
景
を
眼
に
し
、
益
々
東
京
を
好
き

に
な
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

約
１
２
０
０
名
の
参
加
者
と
当
協
議

会
の
首
都
圏
加
盟
団
体
か
ら
お
手
伝

い
い
た
だ
い
た
約
50
名
を
含
め
た
総

勢
約
2
5
0
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
り
、
事
故
や
怪
我
も
な
く
無
事
終

了
し
、
当
協
議
会
へ
は
約
1
7
0
万

円
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
、
ご
苦
労
様

で
し
た
。
そ
し
て
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
回
初
め
て
参
加
し
た
野
平
理
事

の
感
想
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

私
の
立
哨
ポ
イ
ン
ト
は
、
永
代
橋

を
渡
っ
て
少
し
の
と
こ
ろ
で
、
建
設

中
の
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
を
眺
め
る

こ
と
が
で
き
る
場
所
で
し
た
。
し
か

も
広
い
遊
歩
道
だ
か
ら
、
絶
好
の
撮

影
ポ
イ
ン
ト
。
何
組
も
の
グ
ル
ー
プ

が
こ
の
場
所
で
記
念
撮
影
を
し
て
い

た
し
、
私
も
撮
影
依
頼
を
受
け
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
ス
ロ
ー
ス
ピ
ー
ド

で
東
京
の
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
走

る
こ
と
が
、
バ
イ
シ
ク
ル
ラ
イ
ド
の

醍
醐
味
で
す
ね
。
地
下
鉄
で
は
な
か

な
か
分
か
り
ま
せ
ん
か
ら
。

　

時
代
の
変
遷
を
写
し
た
一
枚
が
、

こ
の
日
の
思
い
出
を
よ
り
鮮
明
に
し

て
く
れ
れ
ば
う
れ
し
い
な
！

　

今
年
は
全
国
協
議
会
設
立
20
周
年

の
年
。
種
々
の
記
念
行
事
が
予
定
さ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
９
月
11
日
に
は

福
島
の
会
が
主
管
と
な
り
、「
骨
髄

バ
ン
ク
20
年
目
の
同
窓
会
」
を
開
催

し
ま
す
。
場
所
は
福
島
県
の
裏
磐
梯

猫
魔
ホ
テ
ル
。
参
加
対
象
は
①
骨
髄

バ
ン
ク
（
民
間
バ
ン
ク
も
含
む
）
を

通
じ
て
骨
髄
移
植
を
受
け
た
患
者
さ

ん
②
骨
髄
バ
ン
ク
を
通
じ
て
提
供
し

た
ド
ナ
ー
さ
ん
③
骨
髄
バ
ン
ク
支
援

団
体
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
さ
れ
て

い
る
方
で
す
。
内
容
は
患
者
さ
ん
、

ド
ナ
ー
さ
ん
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
一

同
に
集
い
、
楽
し
く
語
ら
い
な
が
ら

交
流
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
長
谷
川

フ
ァ
ミ
リ
ー
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
、

大
石
邦
子
さ
ん
の
い
の
ち
の
講
演
会

な
ど
、
盛
り
沢
山
で
す
。

　

福
島
県
裏
磐
梯
地
方
の
美
し
く
雄

大
な
自
然
と
、
素
敵
な
温
泉
も
存
分

に
お
楽
し
み
頂
け
ま
す
。
ホ
テ
ル
を

全
館
借
り
切
り
、
1
0
0
0
人
の

方
々
を
お
迎
え
す
る
つ
も
り
で
準
備

を
し
て
お
り
ま
す
。
東
京
か
ら
の
送

迎
バ
ス
も
チ
ャ
ー
タ
ー
運
行
し
ま
す
。

　

５
月
か
ら
参
加
申
込
受
付
を
開
始

い
た
し
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
々
の

ご
参
加
を
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
翌
９
月
12
日
に
は
、
骨
髄
移

植
推
進
財
団
主
催
の
骨
髄
バ
ン
ク
推

進
大
会
が
新
潟
県
で
開
催
さ
れ
る
予

定
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
裏
磐

梯
経
由
新
潟
行
き
も
合
わ
せ
て
ご
検

討
く
だ
さ
い
。

　

申
込
方
法
も
含
め
た
詳
細
は
全
国

協
議
会
Ｈ
Ｐ
で
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

　

多
く
の
企
画
が
実
現
で
き
る
よ
う

に
、
ま
だ
ま
だ
協
賛
を
募
っ
て
お
り

ま
す
。

●
協
賛
金
振
込
先　

名
義
人　

特
定

　

非
営
利
活
動
法
人　

全
国
骨
髄
バ

　

ン
ク
推
進
連
絡
協
議
会

　

郵
便
振
替
口
座　

０
０
１
５
０
−

　

４
−１
５
７
５
４

　

ゆ
う
ち
ょ
銀
行　

〇
一
九
店

　

当
座　

０
０
１
５
７
５
４

備
考
欄
等
に
「
20
周
年
協
賛
金
」
と

書
い
て
い
た
だ
け
る
と
助
か
り
ま
す
。

ご
協
力
の
ほ
ど
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

全
国
協
議
会
が
取
り
組
む
患
者
支

援
活
動
の
１
つ
に
「
白
血
病
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
」
が
あ
り
ま
す
。

爽
や
か
な
「
春
」
を
満
喫

バ
イ
シ
ク
ル
ラ
イ
ド
２
０
１
０
に
協
力

骨髄バンクの最新情報をお知らせする�─────────────�骨髄バンク NOW
●財団の契約職員数が“0”に
　多数おられた財団の契約職員の方々（平成19年4月で55人）に
ついて、判例等を参考にして、各人が入職から3年間経過すると正
職員に登用する施策を進めてきましたが、本年4月をもって全て正
職員に移行されました。なお、この他に新たにコーディネーション
スタッフ制度が開始し、また、主な新規施策としても昨年度のHLA
－C座検査導入に続き、末梢血幹細胞移植事業が導入される等、本
年度は財団にとってこれまでの成果が生きるエポックとなる年度と
なっています。

●平成21年度の移植数、ドナー登録者数等について
　平成21年度の移植数は1,232件でした。これは昨年度の1,118件
を114件上回り、過去最高の件数となりました。1,232件の内訳を
見ると、〔国内ドナー→国内患者〕が1,214件、海外バンクを介した
〔海外ドナー→国内患者〕が5件、〔国内ドナー→海外患者〕が13件
となっています。3月の移植件数も128件で過去最高でした。また、
コーディネート開始件数（国内ドナー→国内患者）についても前年
比1,120件増の22,123件となりました。
　平成21年度末のドナー登録者数は357,378人（3月末現在）で、
前年度末と比べ22,326人の増加となりました。しかし、新規ドナー
登録者数は33,859人で、前年度（37,826人）と比べ3,967人の減
少となりました。新規ドナー登録者数を登録窓口別に比較すると、
献血併行型登録会では前年度より4,022人増加しましたが、日赤固
定窓口（献血ルーム等）が6,369人減少しました。平成20年度に
ACキャンペーンが中止となったことにより、マスコミ媒体でのCM

等が大きく減少した影響と思われます。一方、献血併行型登録会を
都道府県別に見ると、秋田県、栃木県、福岡県、沖縄県で登録者の
増加が目立ちます。これらの県では、沖縄県で国の緊急雇用対策が
活用された他、自治体や日本赤十字社のご協力を得て、登録者数を
大きく伸ばしました。
　平成21年度は新たに2,624人（国内：2,018人、海外：606人）
の方が患者登録をされました。特に国内の患者さんでは、年齢層が
高くなるほど登録者数の増加率が高くなる傾向が見られました。

●PBSCT答申について
　非血縁者間末梢血幹細胞移植（以下、非血縁者間PBSCT）導入
に向けて、昨年7月に理事長の諮問を受け「PBSCTに関する委員会」
を発足し、これまで8回の会議を開催してきました。本年2月をもっ
て基本方針についての審議が終了し、中間答申書をまとめました。
3月31日の理事会において答申がなされました。財団のホームペー
ジにもアップされますのでご覧ください。今後は、国の審議会にお
ける正式決定後、財団として導入決定がなされる方向です。正式決
定された場合、本年10月頃から一定条件のもと限定的に実施できる
よう準備を進めています。

●「骨髄バンク推進全国大会2010」のお知らせ－
※開催日と会場が決まりました。詳細については後日お知らせいた
します。
開催日：平成22（2010）年9月12日（日）、会場：新潟市民プラザ
（ホール）

《財団マンスリー JMDP（4月15日発行）より抜粋》

◆日本骨髄バンクの現状（平成22年3月末現在）
� 2月� 3月� 現在数� 累計数
ドナー登録者数� 2,297� 2,282� 357,378� 459,197
患者登録者数� 173� 246� 2,559� 29,874
骨髄移植例数� 87� 128� －� 11,587
20歳未満ドナー登録者� －� 107� 11,837*1� －
51歳以上ドナー� 283*2� 79*3� 18,085*4� －

■3月の区分別ドナー登録者数：献血ルーム／ 806人、献血併行型集
団登録会／ 1,306人、集団登録会／ 73人、その他／ 97人

■骨髄バンクを介して2回提供された方（累計数）581人

■DLI（ドナーリンパ球輸注）療法の実施件数（累計数）368件

■国際協力の現状（2010年1月〜3月）

〈海外ドナー⇒国内患者〉

　移植数�1件：�KMDP�1　累計移植数：161件

〈国内ドナー⇒海外患者〉

　提供数�3件：�KMDP�3　累計提供数：196件

注）数値は速報値のため次月以降に訂正されることがあります。
*1）17年3月〜　*2）51歳以上ドナーの延長数　*3）51歳以上ドナーの新規登録数　
*4）17年9月〜

全国協議会設立20周年事業

いざ、裏磐梯へ！
骨髄バンク

「20年目の同窓会」
9月に開催

白
血
病
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
紹
介
ポ
ス
タ
ー
完
成
！

　

1
9
9
6
年
７
月
よ
り
、
患
者
さ

ん
や
そ
の
ご
家
族
の
皆
さ
ん
の
た
め

の
無
料
電
話
相
談
窓
口
と
し
て
開
設

さ
れ
て
お
り
、
様
々
な
相
談
ご
と
に

つ
い
て
電
話
で
お
話
を
う
か
が
い
、

ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
ア
ド
バ
イ
ス

を
差
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
等
で
、

患
者
さ
ん
や
ご
家
族
も
、
以
前
に
比

べ
る
と
闘
病
に
つ
い
て
の
情
報
を
入

手
し
や
す
く
は
な
っ
た
よ
う
で
す
が
、

今
度
は
溢
れ
ん
ば
か
り
に
氾
濫
気
味

の
情
報
量
に
と
ま
ど
っ
て
い
る
方
も

お
ら
れ
ま
す
。ま
た
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
電
話
を
通
し

て
で
は
あ
る
け
れ
ど
直
に
言
葉
を
交

わ
し
、
苦
し
さ
や
辛
さ
を
共
有
し
あ

え
る
人
の
温
か
さ
に
触
れ
た
い
時
も

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
度
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
手
作

り
で
は
あ
り
ま
す
が
、
私
ど
も
の
活

動
を
紹
介
す
る
ポ
ス
タ
ー
を
作
製
し

ま
し
た
。
病
院
の
窓
口
、
病
棟
、
薬

局
等
に
掲
示
し
や
す
い
よ
う
、
Ａ
４

及
び
Ａ
３
サ
イ
ズ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

多
く
の
患
者
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ

け
ま
す
よ
う
、
掲
示
活
動
に
ご
協
力

い
た
だ
け
る
方
は
全
国
協
議
会
事
務

4
月
17
日　

東
京
海
員
会
館

〈
協
議
事
項
〉

●
名
義
後
援
、
承
認
案
件

●
2
0
1
0
年
度
総
会
関
係

●
20
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て

●
2
0
1
1
年
度
全
国
大
会
開
催
場

所
に
つ
い
て

●
全
国
協
議
会
運
営
の
見
直
し
に
つ

い
て

●
総
務
省
・
地
域
I
C
T
利
活
用
広

域
連
携
事
業
に
つ
い
て

●
事
務
局
個
人
ア
ド
レ
ス
の
設
定
に

つ
い
て

〈
報
告
事
項
〉

●
2
0
1
0
バ
イ
シ
ク
ル
ラ
イ
ド
in

東
京
に
つ
い
て

●
白
血
病
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
受
付
状

況
●
「
佐
藤
き
ち
子
患
者
支
援
基
金
」

受
付
・
給
付
状
況

●
ド
ナ
ー
サ
ポ
ー
ト
ダ
イ
ヤ
ル
受
付

状
況

〈
今
後
の
予
定
〉

５
月
16
日　

三
役
会
議　

６
月
５
日　

設
立
20
周
年
記
念
大
会

６
月
６
日　

20
周
年
事
業　

医
療
講

演
会

　　　    3月21日〜4月20日   　　　
㈱タクトコーポレーション 現金 10,000円
エグゼキューブ㈱ 現金 1,750円
名古屋市立八幡中学校生徒会 現金 25,396円
塩谷泰人 現金 1,000円
山田康博 現金 9,880円
中村真由美 現金 10,000円
岩手県骨髄バンク推進協議会 現金 5,000円
㈱フューチャーマザー 現金 20,000,000円
加藤修 現金 80,000,000円
匿名 現金 5,000円
斉藤佳子 切手 22,912円
日新火災海上保険㈱経営企画部・広報グループ
 切手 8,314円
●白血病患者支援基金
カンセキ㈱西川田店 現金 9,234円
イオンリテール㈱イオンマリンピア専門館
 現金 7,167円
ケンコウ調剤薬局 現金 11,687円
●佐藤きち子患者支援基金
骨髄バンク患者支援の会 現金 333,900円
笠原慶一 現金 60,000円
平岡紗千依 現金 3,000円
匿名 現金 10,000円
 （敬称略）

心からのご寄付に
感謝申し上げます

活動資金の援助をお願いします
銀行口座

三井住友銀行  新宿通支店
普通  ５６６６６５５
郵便振替口座

００１５０-４-１５７５４
特定非営利活動法人

全国骨髄バンク推進連絡協議会

　

第93回 

理
事
会
報
告

局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

白
血
病
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０
・８
１
・５
９
２
９

　
　
　
　
（
や
ま
い
こ
く
ふ
く
）

毎
週
土
曜
日
10
：
00
〜
16
：
00

第
２
・
４
土
曜
日
に
は
血
液
専

門
医
も
相
談
に
応
じ
ま
す
。

月島西仲通り商店街での誘導風景

西仲橋上のボランティア 閉会式にて寄付金拝受
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
仲
間
た
ち

千
葉
　
國
分
章
さ
ん
の
巻

リ
レ
ー
紹
介

要
望
書（
署
名
用
紙
）を

知
事
へ
提
出

沖縄「
沖
縄
県
骨
髄
バ
ン
ク
を
支
援
す
る

会
」
と
「
が
ん
の
子
供
を
守
る
会
沖

縄
支
部
」
が
集
め
た
５
５
、7
6
0

人
の
署
名
「
沖
縄
県
内
で
骨
髄
バ
ン

ク
認
定
施
設
取
得
を
求
め
る
要
望

書
」
を
３
月
18
日
沖
縄
県
庁
知
事
公

室
に
て
仲
井
眞
弘
多
知
事
に
手
渡
し

ま
し
た
。
会
見
に
は
福
祉
保
健
部
長

や
県
病
院
事
業
局
長
等
も
同
席
し
、

県
内
で
骨
髄
バ
ン
ク
を
介
し
た
移
植

が
困
難
に
な
っ
て
い
る
現
状
に
つ
い

て
は
認
識
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
た

だ
し
、
県
と
し
て
県
立
病
院
の
骨
髄

バ
ン
ク
認
定
施
設
に
向
け
て
取
り
組

む
考
え
は
な
く
、
大
学
病
院
と
の
連

携
で
解
決
を
図
り
た
い
と
の
回
答
で

し
た
。
現
在
、
専
門
医
が
相
次
い
で

辞
め
た
た
め
に
移
植
が
中
断
し
て
い

る
琉
球
大
学
附
属
病
院
で
は
、
骨
髄

移
植
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
る
た
め

の
準
備
が
進
ん
で
お
り
、
近
く
、
県

内
で
の
骨
髄
バ
ン
ク
を
介
し
た
採

取
・
移
植
が
再
開
す
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。
会
見
に
は
マ
ス
コ
ミ

も
多
数
参
加
し
、
夜
の
地
元
テ
レ
ビ

ニ
ュ
ー
ス
、
翌
日
の
新
聞
に
記
事
が

載
り
ま
し
た
。
署
名
に
協
力
い
た
だ

い
た
県
内
外
の
多
く
の
皆
さ
ま
に
お

礼
を
兼
ね
て
報
告
い
た
し
ま
す
。

�

（
上
江
洲
富
夫
）

　

４
月
３
日
と
４
日
の
二
日
間
、
秩

父
の
武
甲
山
の
山
麓
に
あ
る
横
瀬
町

で
「
カ
タ
ク
リ
ま
つ
り
」
が
開
催
さ

れ
、
会
場
と
な
っ
た
「
山
の
花
道
」

で
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

活
動
内
容
は
、
来
場
者
に
埼
玉
連

絡
会
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
と
「
命
の
ア

サ
ガ
オ
」
の
種
を
配
布
し
な
が
ら
、

ド
ナ
ー
登
録
を
呼
び
か
け
る
も
の
で

す
が
、
ア
サ
ガ
オ
の
種
の
謂
わ
れ
や

秩
父
市
役
所
で
緑
の
カ
ー
テ
ン
に
採

用
さ
れ
た
事
の
説
明
に
、
多
く
の
方

が
興
味
を
示
さ
れ
、
喜
ん
で
持
ち
帰

ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
指
導

者
の
方
か
ら
「
私
も
ド
ナ
ー
登
録
し

て
い
る
よ
。
頑
張
っ
て
ね
。」
と
声

を
か
け
て
頂
き
、
励
ま
さ
れ
ま
し
た
。

　

秩
父
地
域
で
は
活
動
す
る
会
員
が

少
な
く
、
一
人
で
や
る
こ
と
が
多
い

の
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

（
山
中
）

〈
編
集
部
か
ら
〉

　

記
事
と
と
も
に
、
活
動
の
様
子
を

伝
え
る
写
真
の
提
供
を
お
願
い
し
た

と
こ
ろ
、
そ
の
も
の
ズ
バ
リ
、「
カ

タ
ク
リ
の
花
」
の
プ
リ
ン
ト
が
届
き

ま
し
た
。
編
集
委
員
一
同「
う
ー
ん
」

と
唸
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
が
、
そ

の
中
か
ら
一
枚
を
選
ん
で
掲
載
し
ま

し
た
。
記
事
と
画
像
の
こ
う
い
う
コ

ラ
ボ
も
「
あ
り
」
だ
と
思
う
次
第
で

す
。
な
お
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
プ
リ
ン
ト

は
、
お
そ
ら
く
誰
も
が
目
を
見
張
る

で
あ
ろ
う
、
そ
れ
は
そ
れ
は
素
晴
ら

し
い
画
像
で
す
。
カ
ラ
ー
で
掲
載
で

き
な
い
の
が
本
当
に
残
念
で
な
り
ま

せ
ん
。

　

ち
な
み
に
、
カ
タ
ク
リ
の
花
言
葉

を
い
く
つ
か
あ
げ
る
と
、「
初
恋
」「
情

熱
」
で
す
。

　

４
月
3
日
、
桜
満
開
予
想
日
の
ま

さ
に
そ
の
日
、
う
ら
ら
か
な
鎌
倉
の

円
覚
寺
で
第
19
回
骨
髄
バ
ン
ク
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
ピ
ア
ノ
三
重

奏
の
夕
べ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
三

戸
素
子
さ
ん
、小
澤
洋
介
さ
ん
、テ
ィ

ム
・
レ
ー
ベ
ン
ス
ク
ロ
フ
ト
さ
ん
の

新
編
成
に
な
っ
て
３
回
目
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
も
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
ピ
ア
ノ
、

チ
ェ
ロ
と
ピ
ア
ノ
、
ピ
ア
ノ
三
重
奏

と
変
化
に
富
み
、
荘
厳
な
方
丈
で

３
０
０
人
を
超
す
来
場
者
が
豊
か
な

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

��

来
年
は
20
回
を
迎
え
ま
す
が
、
司

会
の
坪
郷
佳
英
子
さ
ん
か
ら
ア
ン

ケ
ー
ト
に
リ
ク
エ
ス
ト
を
お
書
き
下

さ
い
と
い
う
呼
び
か
け
が
あ
り
、
た

く
さ
ん
の
希
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

全
国
の
皆
さ
ん
、
来
春
の
コ
ン
サ
ー

ト
に
是
非
お
運
び
下
さ
い
。�（
阿
部
）

　

群
馬
県
高
崎
市
に
あ
る
城
南
球
場

で
、
プ
ロ
野
球
Ｂ
Ｃ
リ
ー
グ
が
４
月

３
日
開
幕
し
ま
し
た
。
本
リ
ー
グ
の

特
別
協
賛
を
さ
れ
て
い
る
プ
ル
デ
ン

シ
ャ
ル
社
高
崎
支
社
よ
り
、
お
声
を

か
け
て
い
た
だ
き
、
来
場
者
の
方
に

向
け
て
、
骨
髄
バ
ン
ク
啓
発
活
動
を

行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
曇
り
空
の
も

と
、
午
後
２
時
の
プ
レ
ー
ボ
ー
ル
に

●
東
京
の
会

　

昨
年
春
、
全
国
一
斉
骨
髄
移
植

1
万
例
・
さ
い
帯
血
移
植
5
千
例
達

成
記
念
植
樹
に
参
加
し
、
聖
路
加
病

院
小
児
病
棟
前
緑
地
と
東
大
医
科
学

研
究
所
附
属
病
院
横
の
緑
地
に
八
重

桜
の
福
禄
寿
を
各
一
本
植
樹
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

昨
年
夏
の
日
照
り
に
も
ま
け
ず
、

昨
秋
の
時
点
で
は
両
方
と
も
根
付
い

て
い
た
の
で
、
冬
を
越
し
て
、
春
に

は
花
が
見
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

期
待
を
も
っ
て
見
に
行
っ
て
き
ま
し

元
気
で
す
か
？
あ
り
が
と
う
サ
ク
ラ

た
。

　

桃
栗
三
年
柿
八
年
…
と
い
い
ま
す

が
、
桜
は
何
年
で
花
を
つ
け
る
の
で

し
ょ
う
か
？

　

残
念
な
が
ら
今
年
は
花
は
咲
か
な

い
よ
う
で
す
。

　

4
月
18
日
現
在
の
医
科
研
の
桜
は

立
派
に
枝
を
伸
ば
し
、
葉
を
広
げ
つ

つ
あ
る
の
で
す
が
、
蕾
を
つ
け
て
い

る
気
配
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
聖

路
加
病
院
の
方
も
同
様
で
す
。
八
重

桜
は
花
を
つ
け
る
の
に
年
数
が
か
か

る
の
か
ど
う
か
不
明
で
す
が
、
楽
し

み
は
来
年
以
降
に
な
り
ま
し
た
。

　

暖
か
い
地
方
で
の
地
域
団
体
で
は

今
春
開
花
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
想
像
し
て
い
ま
す
が
、

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
花
の
便
り
が

楽
し
み
で
す
ね
。�

（
新
田
）

●
福
島
の
会

　

福
島
市
に
あ
る
患
者
・
家
族
滞
在

東大医科学研究所附属病院／港区

チ
ラ
シ
も
見
て
頂
き
、
ホ
ッ
と
す
る

場
面
も
あ
り
ま
し
た
。
試
合
の
方
は
、

群
馬
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ペ
ガ
サ
ス
が
、

８
対
５
で
信
濃
グ
ラ
ン
セ
ロ
ー
ズ
を

破
り
群
馬
県
民
は
ホ
ッ
と
胸
を
撫
で

下
ろ
す
ゲ
ー
ム
で
し
た
。
最
後
に
な

り
ま
し
た
が
、
プ
ル
デ
ン
シ
ャ
ル
社

高
崎
支
社
の
新
井
支
社
長
を
始
め
多

く
の
社
員
の
皆
様
に
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
報
告
に
代
え
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

�

（
根
岸
）

　

昨
年
12
月
、「
骨
髄
バ
ン
ク
命
の

ア
サ
ガ
オ
に
い
が
た
」
の
発
足
か
ら
一

周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
一
周
年
記
念
事
業
を
平

成
22
年
4
月
10
日
〜
18
日
の
９
日
間

行
な
う
こ
と
を
決
め
、
イ
オ
ン
新
潟

南
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー　

マ
リ

ン
コ
ー
ト
（
新
潟
市
）
で
パ
ネ
ル
展
・

ド
ナ
ー
登
録
会
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ラ

イ
ブ
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。
チ
ラ

シ
配
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
を

募
っ
た
と
こ
ろ
、
中
学
生
49
名
・
専

門
学
校
生
28
名
・
一
般
の
方
13
名
の

計
90
名
の
協
力
を
得
る
こ
と
が
出

来
、
23
か
所
の
出
入
り
口
に
立
っ
て

元
気
に
チ
ラ
シ
を
配
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
お
陰
で
73
名
の
ド
ナ
ー
登
録
者

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
こ
ん
な

に
た
く
さ
ん
の
登
録
者
が
い
て
本
当

に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
が
と
っ
て
も

嬉
し
か
っ
た
で
す
。
今
後
、
定
期
的

に
ド
ナ
ー
登
録
会
を
開
催
出
来
る
よ

う
に
検
討
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。�

（
高
野
）

も
関
わ
ら
ず
、
正
午
前
よ
り
フ
ァ
ン

が
列
を
作
り
出
し
、
群
馬
の
会
メ
ン

バ
ー
（
細
野
・
鈴
木
・
根
岸
の
三
名
）

が
「
骨
髄
バ
ン
ク
を
よ
ろ
し
く
ネ
」

の
チ
ラ
シ
３
千
部
と
群
馬
県
に
作
っ

て
頂
い
た
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
を

併
せ
て
配
布
を
し
な
が
ら
啓
発
活
動

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
配
布
物
も
約

１
／
３
（
9
5
0
部
）
を
フ
ァ
ン
の

方
々
に
配
布
す
る
と
、
野
球
関
係
の

資
料
を
見
な
が
ら
も
骨
髄
バ
ン
ク
の

　

私
が
骨
髄
バ
ン
ク
の
活
動
に
参
加

さ
せ
て
頂
く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

４
年
前
名
古
屋
に
居
た
時
で
す
。
本

格
的
に
マ
ラ
ソ
ン
を
始
め
た
の
も
そ

の
頃
で
、
た
す
き
を
掛
け
て
走
る
の

は
、
名
古
屋
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
で
の

３
年
連
続
以
来
、
久
し
ぶ
り
の
事
で

し
た
。

　

当
日
は
途
中
み
ぞ
れ
ま
じ
り
の
悪

天
候
で
し
た
が
、
沿
道
の
方
々
よ
り

「
骨
髄
バ
ン
ク
頑
張
れ
！
」「
私
も
協

力
し
ま
す
！
」
な
ど
た
く
さ
ん
の
声

援
を
頂
き
、
ま
た
私
の
他
に
、
た
す

き
を
掛
け
て
走
っ
て
い
る
方
３
人
に

お
会
い
す
る
事
も
出
来
ま
し
て
、
本

当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

こ
の
た
す
き
を
掛
け
て
走
る
と
い

う
事
の
重
み
、
マ
ラ
ソ
ン
で
骨
髄
バ

ン
ク
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
い
う
事
、
自
分

自
身
の
事
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
事
を

考
え
て
走
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
私

が
出
来
る
一
つ
の
事
で
は
な
い
か
と

改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

全
国
に
骨
髄
バ
ン
ク
の
た
す
き
を

掛
け
て
走
っ
て
い
る
方
々
が
居
ら
れ

ま
す
。
私
も
こ
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な

場
所
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
、
千
葉
で

の
活
動
と
共
に
Ｐ
Ｒ
し
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

武
甲
山
の
山
麓
の
町
で

Ｐ
Ｒ
活
動

埼玉

桜
の
円
覚
寺
で

ピ
ア
ノ
三
重
奏
の
夕
べ

神奈川

一
周
年
記
念
事
業

ハ
ー
ト
フ
ル
メ
ッ
セ
ー
ジ
展
を
開
催

新潟

Ｂ
Ｃ
リ
ー
グ
開
幕
式
で
の

啓
発
活
動

群馬

施
設
の
パ
ン
ダ
ハ
ウ
ス
に
植
樹
し
ま

し
た
。
職
員
の
皆
さ
ん
が
気
に
掛
け
、

熱
心
に
水
や
り
を
行
っ
て
く
だ
さ
っ

た
お
か
げ
で
、見
事
に
開
花
し
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
花
が
咲
い
た
４
月
に

な
っ
て
か
ら
、
二
十
数
年
ぶ
り
の
雪

が
…
…
。
サ
ク
ラ
が
植
樹
さ
れ
た
背

後
が
竹
林
の
こ
と
も
あ
り
、
雪
の
重

み
で
竹
が
な
だ
れ
込
む
の
で
は
な
い

か
と
、
職
員
の
皆
さ
ん
は
ハ
ラ
ハ
ラ

ド
キ
ド
キ
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
心
配
も
な
ん
の
そ
の
、

元
気
に
育
っ
て
い
る
サ
ク
ラ
。
来
年

の
開
花
も
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

　

３
月
25
日
、自
衛
隊
中
央
病
院（
東

京
都
世
田
谷
区
）
に
お
い
て
「
生
き

て
る
っ
て
シ
ア
ワ
セ
」
と
題
し
、
女

優
の
東
ち
づ
る
さ
ん
と
大
谷
会
長
の

講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
自
衛
隊

病
院
と
い
う
こ
と
で
制
服
姿
の
看
護

学
生
や
職
員
、
医
師
や
看
護
師
の
皆

さ
ん
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
は
、
骨
髄
バ
ン
ク
に
関
わ
っ

た
き
っ
か
け
に
始
ま
り
、
今
回
は
医

療
従
事
者
の
皆
さ
ん
の
前
と
い
う
こ

と
で
、
現
在
の
医
療
へ
の
不
満
や
治

療
法
、
ド
ク
タ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

そ
し
て
今
後
の
医
療
の
あ
り
方
に
つ

い
て
お
二
人
の
体
験
談
を
交
え
て
語

ら
れ
、
会
場
の
皆
さ
ん
も
そ
れ
に
応

え
る
か
の
よ
う
に
真
剣
な
眼
差
し
で

お
二
人
の
講
演
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

　

特
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
「
医
療

現
場
で
の
本
当
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

と
は
何
か
」
と
い
う
話
し
で
す
。
医

師
と
患
者
が
対
等
な
関
係
で
な
け
れ

ば
良
い
治
療
と
は
言
え
な
い
と
思
う
、

医
師
は
モ
ニ
タ
ー
に
向
か
っ
て
会
話

す
る
の
で
は
な
く
、
き
ち
ん
と
患
者

と
向
き
合
う
こ
と
、
医
師
の
患
者
へ

の
何
気
な
い
声
か
け
一
つ
が
医
療
現

場
で
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
で
あ
る
と

お
二
人
は
強
く
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し

た
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
心
に
も

き
っ
と
お
二
人
の
言
葉
が
響
い
た
こ

と
と
信
じ
て
い
ま
す
。�

（
戸
塚
）

東京マラソン2010のゼッケンと参加賞のバス
タオル。バンクPRのたすき


